


















 

Ⅳ、考察 

実験３より、エノキワタアブラムシは葉に吸汁せず、水だけ吸汁していた場合、生存でき

てもワタの復活は元には戻らず、また、復活したワタを取ると、より一層ワタの発生が少な

くなることから、ワタの成分を体内に貯留しており、ワタを作っていくごとにその貯留は減

っていくことが分かった。また、実験１、実験４、実験５より、エノキの葉の上にいるとき

に限り、ワタが多く復活したことから、基本的にエノキワタアブラムシのワタ成分は、エノ

キの葉にのみ存在していると考えられる。実験 5 では、①でのみ復活した個体がいたが、こ

れはほかの実験のように水だけの吸汁期間を挟まなかったため、アブラムシのワタを作る

成分がまだ体内に残っていたからではないか。 

また、木から切り離した葉でもワタは復活することから、土からの栄養分には頼らず、葉

だけが持つ成分によってワタが作られることも分かった。ただ、実験２の結果をみると、糖

分やでんぷんでは有意差が見られなかったため、それ以外の物質が関係しているのではな

いかと推測する。 

今回は、エノキワタアブラムシのワタの成分は特定できず、ワタを貯留している器官もわ

からなかったので次はそれを調べたいと思う。 
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